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広報よもぎた

村
民
待
望
の
国
道
二
八
〇
号

バ
イ
パ
ス
が
蓬
田
側
か
ら
も
着

工
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
二
十
四
日
、
蓬
田
小
学

校
通
り
横
の
農
免
農
道
に
お
い

て
、
知
事
を
は
じ
め
、
関
係
者

多
数
出
席
の
も
と
、
工
事
着
工

安
全
祈
願
祭
と
併
せ
た
着
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

着
工
式
で
は
、
坂
本
祐
一
国

道
二
八
〇
号
バ
イ
パ
ス
蓬
田
地

区
建
設
促
進
連
絡
協
議
会
長
か

ら
、
「
特
に
冬
期
間
に
お
い
て

は
雪
が
路
肩
に
た
ま
り
、
道
路

が
す
り
鉢
状
に
な
る
た
め
大
型

車
等
の
擦
れ
違
い
が
困
難
と
な

り
、
そ
の
た
め
交
通
渋
滞
が
著

し
く
、
生
活
面
や
産
業
面
に
大

き
な
支
障
と
な
っ
て
い
る
」
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
古
川
正
隆
村
長
が

着
工
式
を
祝
い
「
バ
イ
パ
ス
の

早
期
完
成
は
、
わ
が
村
の
産
業

は
も
と
よ
り
、
地
域
活
性
化
の

起
爆
剤
と
な
り
、
強
い
て
は
上

磯
全
体
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
関
係
者
ら
が
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
、
く
わ
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

国
道
二
八
〇
号
バ
イ
パ
ス
内

真
部
蓬
田
工
区
（
玉
松
台
）
、

延
長
一
〇
・
二
五
1
1は
、
平
成

六
年
度
事
業
採
択
さ
れ
、
平
成

十
七
年
度
の
完
成
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
知
事
が
「
バ
イ
パ

ス
の
完
成
を
二
年
早
め
る
」
と

先
に
述
べ
て
お
り
ま
す
。

標

準

断

面

図
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国
道
二
八
〇
号
バ
イ
パ
ス
、
蓬
田
側
か
ら
も
着
工

小
学
校
通
り
ま
で
平
成
十
四
年
度
完
成
目
指
す

国
道
2
8
0
号
バ
イ
パ
ス
内
真
部
蓬
田
工
区

工

事

着

工

安

全

祈

願

祭

着
　
　

工
　
　

式



現
在
、
バ
イ
パ
ス
の
後
潟
工

区
お
よ
び
蓬
田
工
区
の
用
地
買

収
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
た
め
、

早
期
完
成
の
め
ど

が
立
ち
、
今

回
、
蓬
田
側
か
ら
も
着
工
に
な

り
ま
し

た
。

国
道
二
八
〇
号
は
、
幅
員
が

狭
い
う
え

、
カ
ー
ブ
が
多
く
、

近
年
、
交
通
量
の
増
大
と
共
に

交
通
事
故

が
多
発
し
て
お
り
ま

す

。
地
域
住
民
も
交

通
安
全
対

策
に
は
万
全
の
体
制
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
増
大
す
る
交

通
量
に
は
勝
て
ず
啓
発
お
よ
び

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
の
が

精
一
杯
で
あ
り
ま
す
。

国
道
二
八
〇
号
バ
イ
パ
ス
の

早
期
完
成
は
、
こ
れ
ら
の
状
態

を
緩
和
さ
せ
、
本
村
の
産
業
の

発
展
は
も
と
よ
り
、
地
域
活
性

化
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

舗装道路は、農免農道です。バイパスは、
農免農道に並行して造られます。

国道280号バイパス着工式3



広報よもぎた

六
月
二
十

七
日
、
前
日
の
雨

の
影
響
で
会
場
を
総
合
グ
ラ
ン

ド
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

前
に
変
更
し
、
蓬
田
村
・
蟹
田

町
消
防
団
合
同
観
閲
式
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

吉
田
初
男
蓬
田
村
消
防
団
長

の
総
指
揮
の
も
と
整
列
し
た
団

員
、
婦
人
消
防
協
力
隊
四
百
五

十
人
は
、
殉
職
消
防
団
員
へ
の

黙
と
う
、
検
閲
、
分
列
行
進
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
蓬
田
漁
港
で
は
赤
、

青
、
黄
、
緑
の
水
を
使
っ
た
色

鮮
や
か
な
放
水
が
行
わ
れ
、
観

覧
者
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び

ま
し
た
。

◇
消
防
庁
長
官
表
彰

・
功
労
章

団
　
長
　
　

吉
田
　
初
男

・
永
年
勤
続
功
労
章

分
団
長
　
　

張
間
　
勇
三

◇
青
森
県
知
事
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
章

分
団
長
　
　

八
戸
　
良
幸

分
団
長
　
　

森
　
　

秀
夫

◇
青
森
県
消
防
協
会
々
長
表
彰

・
勤
功
章

分
団
長
　
　

藤
本
　
　

巖

分
団
長
　
　
大
宮
　
正
志

・
永
年
勤
続
章
（
二
十
五
年
）

分
団
長
　
　

八
戸
　
良
幸

分
団
長
　
　

森
　
　

秀
夫

・
永
年
勤
続
章
（
二
十
年
）

分
団
長
　
　

久
慈
　
義
孝

副
分
団
長
　
　
稲
葉
　
　

宏

副
分
団
長
　
　
柿
崎
　
繁
一

副
分
団
長
　
　
福
田
　
幸
生

部
　
長
　
　

越
田
　
正
一

団
　
員
　
　

三
上
　
権
久

団
　
員
　
　

八
戸
　
正
治

団
　
員
　
　

田
中
　
正
一

消防団合同観閲式 4

蓬
田
村
・
蟹
田
町
消
防
団
合
同
観
閲
式

団
　
員
　
　

古
川
　
　

朗

団
　
員
　
　

津
島
　
敬
光

団
　
員
　
　

福
井
　
正
美

団
　
員
　
　

福
井
　
俊
行

団
　
員
　
　

大
宮
　
裕
保

団
　
員
　
　

小
猿
　
　
浩

団
　
員
　
　

稲
葉
　
　
貢

団
　
員
　
　

八
幡
　
精
治

・
永
年
勤
続
章
（
十
五
年
）

団
　
員
　
　
木
戸
　
靖
夫

団
　
員
　
　

柿
崎
　
裕
二

・
永
年
勤
続
章
（
十
年
）

団
　
員
　
　

吉
田
　
　

勉

団
　
員
　
　

坂
本
　
忠
孝

団
　
員
　
　

田
村
　
貞
照

団
　
員
　
　

坂
本
　
浩
行

団
　
員
　
　

三
浦
　
辰
彦

団
　
員
　
　

松
本
　
正
紀

団
　
員
　
　

古
川
　
武
利

団
　
員
　
　
木
村
　
義
則

団
　
員
　
　
越
田
　
勇
一

団
　
員
　
　
稲
葉
　
正
明

団
　
員
　
　
稲
葉
　
民
人

◇
青
森
県
消
防
協
会

東
青
支
部
長
表
彰

・
支
部
長
章

団
　
員
　
　
田
村
　
貞
照

団
　
員
　
　
松
本
　
正
紀

団
　
員
　
　
松
本
　
勝
治

団
　
員
　
　
川
内
　
義
光

団
　
員
　
　

清
水
　
淳
範

団
　
員
　
　

福
井
　
英
一

団
　
員
　
　

小
野
　
　
孝

団
　
員
　
　

封
馬
　
　

均

団
　
員
　

越
田
　
誠
一

団
　
員
　
　

八
幡
　
希
悦

◇
団
長
表
彰

・
団
長
章

班
　

長
　
　

三
上
　

権
久

班
　

長
　
　

工
藤
　

光
雄

団
　

員
　
　

佐
井
　

徳
清

団
　

員
　
　

細
谷
　
　

聡

団
　

員
　
　

福
田
　

輝
明

団
　

員
　
　

山
舘
　

清
仁

団
　

員
　
　

佐
井
　

浩
行

団
　

員
　
　

八
幡
　

清
彦

◇
村
長
表
彰

・
村
長
章

分
団
長
　
　

久
慈
　

義
孝

副
分
団
長
　
　

稲
葉
　
　

宏

副
分
団
長
　
　

柿
崎
　

繁
一

副
分
団
長
　
　

福
田
　

幸
生

部
　

長
　
　

越
田
　

正
一

班
　

長
　
　

三
上
　

権
久

班
　

長
　
　

八
戸
　

正
治

団
　

員
　
　

田
中
　

正
一

団
　

員
　
　

古
川
　
　

朗

団
　

員
　
　

津
島
　

敬
光

団
　

員
　
　

福
井
　

俊
行

団
　

員
　
　

大
宮
　

裕
保

団
　

員
　
　

小
猿
　
　

浩

団
　

員
　
　

稲
葉
　
　

貢

団
　

員
　
　

八
幡
　

精
治

・
感
謝
状

柔

団
雰

団
長
　
張
間
　

勇
三

柔

団
雰

団
長
　
八
戸
　

良
幸

元
分
団
長
　

藤
田
　

修
一

元
分
団
長
　

藤
本
　
　

巖

◇
金

一
封

蓬
田
村
婦
人
消
防
協
力
隊

（
敬
称
略
）



仮称「よもぎた物産館」建設に向けて

県内農産物直売所を視察

蓬
田
村
の
豊
富
な
農
海

産
物
を
生
か
し
て
、
地
域

の
振
興
と
活
性
化
を
図
る

ｙ
」
と

を

目

指

し

、

仮

称

「
よ
も
ぎ
た
物
産
館
」

建

設
の
計
画
部
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

物
産
館
建
設
に
あ
た
っ

て
は
、
民
間
活
力
を
生
か

し
て
い
く
方
向
ご
検
討

を

進
め
て
お
り
、
商
工
会

や

観
光
協
会
、
農
協
、
漁
恊
、

マ
ザ
ー
フ
レ
ッ

シ
ュ
等
の

代
表
者
に
よ
る
協
議
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

六
月
十
日
に
は
、
施
設

の
規
模
や
管
理
運
営
形
態
、

通
年
販
売
に
向
け
た
販
売

品
の
生
産
体
制
等
の
参
考

に
す
る
た
め
、
県
内
農
産

物
直
売
所
四
力
所
の
視
察

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

物
産
館

が
単
に
特
産
品

を
販
売
す

る
に
と
ど
ま
ら

ず

、
蓬
田
村
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル

す
る
情
報
発
信
基

地
と
し
て
、
さ
ら
に
玉
松

海
岸
の
眺
望
を
楽
し
み
な

が
ら
憩
え
る
休
息
拠
点
と

し
て
の
整
備
を
目
指
し
て

い
ま
す

。

六
月
三
十
日
、
村
内
関
係
者
多
数

が
参
加
し

、
青
森
海
岸
出
張
所
職
員

の
案
内
で
、
玉
松
海
岸
大
型
離
岸
堤

の
現
地
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

大
型
離
岸
堤
は
、
平
成
八
年
八
月

に
着
手
し
本
年
六
月
に
完
成
し
ま
し

た
。
玉
松
海
水
浴
場
沖
合
い
二
七
〇

ｍ
に
位
置
し
、
ひ
ょ
う
た
ん
島
の
形

を
し
て
い
ま
す
。
全
長
三
〇
〇
ｍ
、

幅
八
～

二
一
ｍ
、
北
側
が
高
さ
六
ｍ

、

南
側
が
高
さ
四
ｍ

、
中
央

部
高
さ
二

ｍ
の
規
模
で
す
。
周
辺
の
朧
朧
と
調

和
を
図
る
た
め
自
然
の
形
を
し
て
い

て

、
石
を
主
体
と
し
た
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す

。

離
岸
堤
は
、
玉
松
海
岸
の
侵
食
防

止
と
国
土
保
全
を
目
的
に
す
る
と
共

に
、
海
浜
利
用
の
安
全
性
・
快
適
性

を
確
保
す
る
目
的
も
併
せ

も
っ
て
お

り

、
玉
松
海
水
浴
場
一
帯
の
活
性
化

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
、

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

物産館建設／大型離岸堤完成

大
型
離
岸
提
完
成

５
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カメラ ア　イ

幼稚園・保育所台同運動会

６月20曰、幼稚園・保育所合同運動会が行

われました。

雨犬のため、トレーニングセンターでの開

催になりましたが、子供たちは曰ごろ練習し

た踊りや徒競走に一生懸命頑張りました。

狂犬病予防注射

６月18曰、村内一円で狂犬病予防注射が行

われました。

予防注射は生後３ヵ月以上の犬が対象とな

り、年１回必要です。

６月末現在で犬の登録数は264頭に対し、

205頭の犬が予防注射をしました。次回は９

月下旬を予定していますので、予防注射を受

けていない犬は必ず受けてください。

※平成７年４月１曰より狂犬病予防法が改

正になり、犬の登録は、犬の生涯に１回とな

りました。

カメラアイ 6



●
縄
の
れ
ん
　

く
ぐ
れ
ば
い
っ
も
　

指
定
席
　
　

久
　
子

●

入
口
を
　

す
こ
し
開
け
と
く
　
気
の
く
ば
り
　

蓬
　
石

●
不
景
気
で
　
財
布
の
入
口
　
悪
く
な
る
　
　
　

藤
　
正

●
有
名
校
　
裘
の
入
口
　
銭
の
道
　
　
　
　
　
　

藤
　

久

●
ほ
ろ
酔
い
で
　

入
口
一
つ
　
間
違
え
る
　
　
　

絹
　

枋

●
今
年
ま
た
　

入
口
狭
い
　
就
職
難
　
　
　
　
　

悦
　

孑

●
お
心
か
場
の
　

入
口
違

い
　
帰
さ
れ
る
　
　
　

昭
　

夫

●
玄
閠
で
　
虎
バ
ッ
タ
リ
と
　
酔
い
つ
ぶ
れ
　
　

勝
　

孑

八
月
二
十
三
日
の
産
業

ま
つ
り
で
は
、
久
々
に
蓬

田
牛
が
味
わ
え
ま
す
。

ゼ
ヒ

ー

はかりの定期検査

６月10囗、村文化協会（工

藤正一会長）は翡翠会、傘松

川柳同好会、陶芸会の会員30

名で、交流会を行いました。

村内の庭園巡りをした後、

傘松観音で茶道や川柳の体験

をし、和気あいあいの楽しい

１日を過ごしました。

環境美化活動

カメラアイノ川柳北緯41°

６月24日、役場前で２年に１回のはかり

の定期検査が行われ、28名の皆さんが検査

を受けました。

はかりは最初の精度・構造をいつまでも

保持することができないため、正確さを検

査し、計量に関する違反を防止するため行

われているもので、取引や証明に使用され

るはかりが対象となり、計量の面から村民

の福祉に貢献しています。

ご協力ありがとうございました。

文化協会交流会

６月12日、商工会婦人部（二唐美代子部

長）20名は、玉松海水浴場周辺の清掃活動

を行いました。

この活動は、「気持ちよい環境で迎え、

温かい心で接したい」と環境整備事業の一

環として、昭和59年から毎年行われている

もので、ヤマセに雨が混じる最悪な天候の

中、約１時間作業しました。

家庭のゴミがかなり捨てられています。

自分のゴミは自分で持ち帰り、観光地の保

全に努めましょう。

７



広報よもぎた

村納税納付の尽力に感謝！

納税組合への加入率は69.4% です（平成10年４月現在）

蓬
田
村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
の
総
会
が
、
六
月
二
十
五
日
、

良
久
酔
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
喜
一
会
長

が
「
不
景
気

の
中
、
税
の
徴
収
率
も
年
々
低

下

し
て
い
ま
す

。
こ
の
総
会
を

機
に
、
納
税
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
納
期
内
完
納
に
向
け
、
全

組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り

ま
し

よ
う
。
」

と
あ
い

さ
つ
し

ま
し

た
。

議
事
に
入
り
、
平
成
1
0年
度

事
業
計
画
、
収
支
予
算
（
案
）

が
承
認
さ
れ
、
ま
た
、
役
員
改

選
で
は
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

会
　

長
　
　

津
嶋
　

良
一
　（
新
）

副
会
長
　

越
田
　

久
治
（
こ

″
　
　

士
口
田
　

薛

へ
乙

理
　

事
　
　

坂
本
三
千
雄
（
再
）

″
　
　

吉
田

虎
雄
（
こ

″
　
　

泉
谷
　

俊
逸
（
こ

″
　
　

小
鹿
　

鶴
男
（
こ

″
　
　

吉
崎

良
一
　（
こ

″
　
　

越
田
　

源
策
（
こ

″
　
　

中
川
亮
一
郎
（
こ

″
　
　

柿
崎
　

政
雄
（
こ

″
　
　

石
山
　

清
吉
（
こ

″
　
　

坂
本
　
　

登
（
新
）

″
　
　

工
藤

年
江
（
こ

監
　

事
　
　

森
　
　

繁
春
（
再
）

″
　
　

八
幡

貞
雄
（
こ

納
税
功
労
者
表
彰

▼
永
年
勤
続
者
感
謝
状

八幡　 貞雄 （高根）

昭
和
六
十
年
六
月
よ
り
単
位

組
合
長
。
日
夜
早
期
完
納
と
納

税
思
想
の
高
揚
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
。

青
森
県
の
県
本
・
青
森
ヒ
バ

か
ら
抽
出
さ
れ
る
青
森
ヒ
バ
油

に
は
、
青
森
ヒ
バ
特
有
の
木
の

香
り
の
他
に
、
抗
菌
作
用
、
防

虫
作
用
、
ス
ト
レ
ス
緩
和
作
用

が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
青
森

ヒ
バ
油
を
用
い
た
商
品
が
開
発

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
新
し
い

視
点
か
ら
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。 ア

イ
デ
ィ
ア
募
集

青
森
ヒ
バ
油
活
用

★
募
集
締
切

平
成
十
年
八
月
三
十
一
日

★
表
彰

①
最
優
秀
賞

賞
状
と
賞
金
十
万
円

②
優
秀
賞賞

状
と
賞
金
五
万
円

③
特
別
嘗
］
　賞
状
と
記
念
品

※
高
校
生
以
下
の
場
合
に
は
、

賞
金
相
当
の
図
書
券
と
な

り
ま
す
。

「
お
問
い
合
わ
せ
先
」

蓬
田
村
役
場
企
画
課

霆
（
内
線
２
８
３
）

村納税納付の尽力に感謝 8

「青森ヒバ油」 つてなあに？

どうやって採るの？

日本三大美林の一つ青森ヒバ は、湿気

に強くて腐りにくく 、シロ アリに強い

優れた建築材です． この防虫・防腐効

果の源となっているのが青森ヒバ油で

す．青森ヒバ油はヒ バ材の製材工程で

出る廃材から水蒸気蒸留法という方法

で抽出されていますが.100kg の 廃材

からわずか1㎏しか得られない 貴重な
精油なのです。

どんな作用があるの？

青森ヒ バ油は、ヒノキチオールをはじめとするフェ ノール類と。ツヨプセンをはじめと

するセス キテルペン類とによって構成されて いま す。

これまでの研究で、青森ヒバ油には多く の種 類の菌に対する抗菌作用、シロアリ、蚊。

ゴキブリなどに対する防虫作用、ネズミを使 った実験でストレス緩和作用があることが

確認されています。

何に使 われて いる の？

様々な分野で青森ヒバ油は利用されており、今後の活躍にも期待が持たれています。

（訝剪酳濤　　　 雑菌によるアレルギー性皮・ 疾患の予防にヒバ油を加工した抗菌
繊維が利用されています。

（衝里用T暃郤遠） 石鹸、シャンプー等のスキンケア用品に利用されています。

偃栗鄲ﾐ〉　　　　樹木の病気の防除やミツバチのカビの病気の防除に利用されてい
一一一一一一 ます。

憮稟関淘　　　　養殖魚の餌に混ぜて病気の予防に利用されています。

麿召‾眤憲）　　 キャンディの香料として利用されています。



食
中
毒
に
ご
用
心

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
時
期

は
食
中
毒
を
お
こ
す
細
菌
が
増

殖
し
や
す
い
気
候
で
あ
る
た
め
、

最
も
食
中
毒
が
多
く
発
生
し
ま

す
。
今
年
は
特
に
、
生
の
魚
介

類
を
摂
取
す

る
こ
と
に
よ
り
起

こ
る
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に
よ

る
被

害

が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
他
に
も
一
九
九
六

年
に
大
量
発
生
し

た
病
原
性
大

腸
菌

「
Ｏ
－

１
５
７
」
、
い
ず

し
に
よ

る
ボ
ツ
リ

ヌ
ス
菌
等
へ

の
予
防
対
策
も
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す

。

そ
こ
で
、
今
月
は
食
中
毒
の

予
防
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

《
食
中
毒
の
性
質
》

食
中
毒
は
①
細
菌
に
汚
染
さ

れ
た
飲
食
物
を
知
ら
ず
に
食

べ

る
こ
と
で
お
こ

る
「
細
菌
性
食

中
毒
↓

主
に
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
・

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
・
ボ
ツ
リ
ヌ

ス
菌
・
Ｏ
－

１
５
７

等
」
、
②

毒
き
の
こ
・
フ
グ
等
を
食

べ
る

た
め
に
お
こ

る

一
自
然
毒
食
中

毒
」
、
③
有
害
な
化
学

物
質
が

体
内

に

入

る
こ

と
で

お

こ

る

「
化
学
性
食
中
毒
」

の
三
つ
に

大
別
さ
れ
ま
す
。

こ
の
三

つ
の
食
中
毒
の
う
ち

一
番
発
生
件
数
の
多
い
も
の
が

①
の
「
細
菌
性
食
中
毒
」
で
全

体
の
九
〇
％
以
上
を
占
め

る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す

。

細
菌
性
食
中
毒
の
原
因
と
な

る
緇
菌
は
も
と
も
と
自
然
界
の

中
に
常
に
存
在
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
わ
ず
か
に
食
中
毒
菌

が
付
着
し
て
い
る
程
度
で
は
、

ふ
つ
う
食
中
毒
に
は
つ
な
が
り

ま
せ
ん
。
食
中
毒
菌
が
猛
威
を

振
る
う
の
は
食
物
の
中
で
大
量

に
増
殖
し
た
と
き
で
す
。

一
般
に
食
中
毒
菌
は
暖
か
く

て
水
分
と
栄
養
分
が
あ
る
環
境

だ
と
猛
ス
ピ
ー
ド
で
増
殖
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
環
境
下

に
食
品
を
長
く
放

置
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

《
食
中
毒
の
症
状
》

食
中
毒
の
代
表
的
な
症
状
と

し
て
は
、
腹
痛
や
下
痢
、
吐
き

気
、
嘔
吐
、
発
熱
等
が
あ
り
ま

す
。
症
状
が
軽
い
場
合
は
、
か

ぜ
や
他
の
病
気
と
ま
ち
が
え
、

対
応
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

初
期
症
状
は
軽
く
て
も
、
突
然

悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
軽
く
考
え
ず
、
早
め
に
医
者

の
診
察
を
受
け
、
対
処
す
る
こ

と

が
大
切
で
す
。

特
に
、
血
便
や
し
び
れ
等
の

神
経
症
状
が
出
た
と
き
は

、
緊

急
に
医
療
機
関
に
か
か
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｏ
－

１
５
７
の
場
合
は
、
溶
血
性
尿

毒
症
症
候
群
や
脳
症
等
の
重
症

合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も

あ
る
の
で

、
特
に
注
意
が
必
要

で
す

。

《
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
》

圉
食

べ
物
の
購
入

●
肉
、
魚
、
野
菜
等
の
生
鮮

食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
選
ん

で
買
う
こ
と
。

圜
食

べ
物
の
保
存

●
冷
蔵
・
冷
凍
の
必
要
な
も

の
は
、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
に
保
存
す
る
こ
と
。

●
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の
つ
め

す
ぎ
に
注
意
（
七
割
程
度
に
）

●
冷
蔵
庫
は
十
℃
以
下

、
冷

凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
十
五
℃
以

下

が
目
安
。

㈲
調
理
の
下
準
備

●
調
理
の
前
に
は
必
ず
手

を

洗
ｙつ
こ
と
。

●

包
丁
や
ま
な
板
は
、
肉
や

魚
を
切
つ
た
あ
と
に
一
度
熱

湯
で
洗
う
こ
と
。

●
包
丁

、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
、

た
わ
し
、
ス
ポ
ン
ジ
等
は
、

使
っ
た
あ
と
は
す
ぐ
に
洗
剤

と
流
水
で
洗
う
こ
と

。

圖
調
理

●
食
品
の
加
熱
は

「
中
心
部

を
七
十
五

００
て
一
分
間
以
上
」

を
守
り
ま
し

よ
う
。

㈲
食
事
を
す
る
と
き

●
食
事
の
前
に
は
手
を
洗
う

こ
と
。

●
温
か
い
料
理
は
六
十
五

００

以
上
に

、
冷
や
し
て
食

べ
る

料
理
は
十
℃
以
下
に
し
て
食

べ
る
こ
と
。

㈲
残
っ
た
食
品
の
取
り
扱
い

●

時
間

が
た
ち
す
ぎ
た
ら
、

思
い
切
っ
て
捨
て

る
こ
と

。

保健コーナー9
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「現況届」は、年金を受けている方が、引き続き

受ける権利があるかどうかを確認するためのもので

す。

現況届の用紙（ハガキ）は、毎年誕生月の始め頃

に社会保険庁から送られてきます。

これに住所・氏名を記入のうえ押印して、誕生月

の末曰までに東京の社会保険業務センターに提出し

ます。

従来は生存の確認のため市町村長の証明が必要で

したが、今年からこの証明が不要になりました。

これに伴い、照会が必要になったときのため、電

話番号や代理人署名欄が設けられました。代理人署

名欄は家族の方などが代筆した場合に記入します。

現況届の提出が遅れると、年金の支払いが一時ス

トップすることになりますのでご注意ください。

お知らせ

放送を利用して学ぶという画期的な考え方をNH

Ｋ学園は、35年余りの歴史をもって通信教育を実施

しており、長い指導経験と放送番組作りのノウハウ

を生かして、分かりやすい独自の学習システムをとっ

ています。

現在、俳句・短歌・書道・文学・写真・絵画・語

学、それに資格の取れる講座など趣味と教養の「生

涯学習」講座を85講座205 コース開講しており、あ

らゆるレベルのコースが用意されています。「俳句」

「短歌」「はじめての仏典」「絵手紙」「写真」「筆ペ

ン」などの講座がいま人気の中心です。

受講の申し込みは随時受け付けていますので、こ

の機会に自己を高める講座にチャレンジしてみては

いかがでしょうか。

【お問い合わせ先】

ＮＨＫ学園8  E  0 1 係

霆042-572-3151

広報よもぎた

この制度は、母子家庭・寡婦およひ父子家庭の福

祉の増進のために 無料で介護人を派遣し、必要な

介護、保育および家事援助を行う制度です。

派遣の対象となる方は、次のとおりです。

○母子家庭・寡婦および父子家庭で自立促進に必要

な事由（技能習得のための通学、就職活動等）また

は社会的事由（疾病、出産、看護、事故、災害、冠

婚葬祭、失踪、転勤、出張および学校等の公的行事

への参加等）のために一時的に介護、保育等のサー

ビスが必要で、介護や保育を行う者がいない方。

（派遣期間は10 曰以内）

○父子家庭になっておおむね６ヵ月以内の家庭で、

特に家事の援助が必要な方。（派遣期間は週１～２

曰の派遣で６ヵ月以内）

※ただし、いずれの場合も所得の制限があります。

（児童扶養手当法の所得制限適用）

【お問い合わせ先】

蓬曰村役場　福祉課　 霆（内線233)

県内過疎市町村の青年男女を対象に ヤングサミッ

トが開かれます。この事業は過疎地の実情把握と情

報交換を通して、地域の活性化意識高揚を図ること

を曰的としています。

今年度は、鰺ヶ沢町の七里長浜港から青森港まで

の船上ヤングサミットとなります。

●・曰　時　　平成10年９月14曰～15曰

青森港集合一 鰺ヶ沢町ヘバス移動

七里長浜港一 三井客船｢ふじ丸｣乗船

一 船上ヤングサミットー 青森港着

●・募集人員　20代の青年男女各１名

●１申込受付　蓬曰村役場　企画課　霞(内線282)

平成10年８月17曰まで受付します。

●参加費用　参加費12, 000曰については村が負担し

ます。

お知らせ情報局 1

0

'98K Ａ Ｓ Ｏヤン グサミ ット

参加者募集

「生涯学習」時代の通信教育で

自己を高める学習を！

母子家庭・寡婦および

父子家庭介護人派遣事業

国民年金からのお知らせ

現況届の提出を忘れずに

報

情 局



児
童
川
柳

第
７
回

ペ
ン
シ
ル

題
　

「
手
」

天
位
　

６
年

高
松
未
由
樹
さ
ん

●
佳
作
　
手
を
あ
げ
て
お
う
だ
ん
ほ
ど
う
わ
た
り
ま
し
よ
う
　

６
年
　

福
井
　

沙

織

て
は
き
れ
い
み
ん
な
の
て
が
ね
さ
さ
や
く
よ
　
　

４
年
　

森
　

千
佳
子

さ
る
の
手
と
人
間
の
手
は
に
て
い
る
よ
　
　
　
　

３
年
　

青
木
　
　

彬

手
を
つ
な
ぎ
み
ん
な
で
花
み
た
の
し
い
ね
　
　
　

３
年
　

稲
葉
　

絢

美

学
芸
会
ビ
デ
オ
か
た
手
に
見
る
父

が
　
　
　
　
　

５
年
　

藤
本
　

結
子

手
を
合
わ
せ
ね
が
い
を
こ
め
て
星
を
見
る
　
　
　

４
年
　

清
水
　
　

翼

お
と
う
さ
ん
の
手
は
だ
れ
よ
り
も
大
き
い
　
　
　

３
年
　

小
猿
　

隼

也

手
の
ゆ
び
は
ぼ
く
の
う
ち
の
か
ず
お
な
じ
　
　
　

３
年
　

高
田
　

圭
介

マ
マ
の
手
は
い
つ
も
あ
た
た
か
ぽ
っ
か
り
と
　
　

４
年
　

田
中
由
香
里

手
の
中
に
キ
ラ
キ
ラ
光
る
た
か
ら
も
の
　
　
　
　

４
年
　

坂
本
　

麗
乃

ゆ
び
は
な
ぜ
五
本
あ
わ
せ
て
じ
ゅ
っ
ぽ
ん
　
　
　

３
年
　

八
戸
　
　

結

こ
え
で
な
く
手
と
手
で
あ
い
さ
つ
い
い
こ
と
で
す
　

５
年
　

津
島
友
里
恵

ま
ま
の
て
は
ぼ
く
と
か
た
ち
が
お
な
じ
だ
よ
　
　

３
年
　

堀
　
　

洸

哉

世
界
じ
ゅ
う
あ
く
手
を
し
て
な
か
よ
し
だ
　
　
　

４
年
　

大
宮
　

由
子

て
の
な
か
に
ぼ
く
の
み
ら
い
が
う
つ
っ
て
る
　
　

３
年
　

八
幡
　

祥
吾

●
五
客
　
こ
こ
ろ
の
手
さ
し
の
べ
る
と
い
じ
め
な
い
　
　
　

５
年
　

村
上
　

利
行

手
の
ひ
ら
に
た
ん
ぽ
ぽ
の
せ
て
ふ
い
て
み
た
　
　

３
年
　

工
藤
　
　

敦

母
の
手
は
や
さ
し
い
よ
っ
と
こ
も
り
う
た
　
　
　

３
年
　

八
戸
有
佳

李

耳
が
悪
い
そ
の
人
た
ち
は
手
話
を
す
る
　
　
　
　

４
年
　

坂
本
友
紀
乃

手
は
ふ
し
ぎ
も
の
を
う
ご
か
す
マ
ジ
シ
ャ
ン
だ
　

５
年
　

細
谷
　

陽
子

☆
人
位
　
が
く
げ
い
会
は
く
し
ゅ
の
山
で
い
そ
が
し
い
　
　

５
年
　

田
中
　

弥
沙

☆
地
位
　
手
の
ひ
ら
は
き
ぼ
う
が
い
っ
ぱ
い
ゆ
め
い
っ
ぱ
い
　

３

年
　

久
慈
　
　

楓

☆
天
位
　
こ
の
手
に
は
い
ろ
ん
な
さ
い
の
う
か
く
れ
て
る
　

６

年
　

高
松
未

由
樹

選
評

傘
松
川
柳
同
好
会
長

さ
ざ
き
蓬
石
さ
ん

全
般
的
に

、
洗
っ
た
き
れ
い
な
手

が
多
か
っ
た
。
「
手
に
は
指
が
五
本
」

な
ど
は
、
あ
ま

り
に
も
当
然
過
ぎ
て
物
足
り
ま
せ
ん
。
川
柳
は
、
そ
の
時
の
心
を
正
確
に
表
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
当
然
な
も
の
を
、
当
然
に
書
く
と
報
告
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
題
の
「
手
」
と
い

う
字
を
入
れ
な
い
で
、
「
手
」
を
想
わ
せ

る
よ
う
な
く
ふ
う
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

人
位
　

学
芸
会
で
の
拍
手
の
山
。
思
い
つ
き
が
良
か
っ
た
。
下
五
の
「
い
そ
が
し
い
」
が

力
不
足
で
す
。

地
位
　

手
の
中
に
「
夢
が
あ
る
」
だ
け
で
な
く
、
状
況
・
状
態
を
表
す
よ
う
頑
張
っ
て
く

だ

さ
い
・

天
位
　
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を
す
れ
ば
、
必
ず
才
能
が
現
れ
て
来

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

８　AUGUST

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

役　　　場　27-2111

教育委員会　31-3200

F AX　31  -3201

中央公民館　27-2076

ト レ セン　27-3010

野　球　場　27-3090

よもぎ温泉　27-2170

保　育　所　　　27-2180

幼　稚　園　　　27-2042

小　学　校　　　27-2069

中　学　校　　　27-2038

社会福祉協議会27-2080

8月行事予定表
開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　所 時間 担　当

８／２ 日 玉松海まつり 玉 松 海 水 浴 場 10 : 30 観　光　協　会

３ 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13 : 30 中 央 公 民 館

５ 水 陶芸教室 μ 9 :00 μ

８～９ 土～日 第53回県民体育大会 弘　　　 前　　　 市 体　育　協　会

10 月 書道教室 中　央　 公　民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

12 水 陶芸教室 ﾉﾉ 9 :00 //

// μ あおもりＵターンフェア ホ　テ　ル　 青　森 13 : 00 住　　民　　課

14 金 成人式 中　央　 公　民　館 10 : 00 社 会 教 育 課

16 日 村民野球大会 スポーツガーデン野球場 8 :00 体　育　協　会

17 月 書道教室 中　央　 公　民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

17～18 月～火 高齢者教室（ＮＨＫ見学） 青　　　 森　　　 市 μ

19 水 陶芸教室 中　央　公　 民　館 9 :00 X/

19～21 水～金 県子ども会リーダー研修会 種差少年自然の家(八戸市) X/

20 木 慰霊祭 玉　　　 松　　　 台 10 : 30 福　　祉　　課

23 日 よもぎた産業まつり・津軽海峡９町村商工会合同物産展 総 合 グ ラ ン ド 10 : 00 農林水産課・商工会

24 月 書道教室 中　央　公　 民　館 13 : 30 中 央 公 民 館
/7 μ Ｉ歳６ヵ月・２歳児健診 μ 13 : 00 福　　祉　　課

26 水 陶芸教室 ﾉ/ 9 :00 中 央 公 民 館

27 木 乳児健診 // 13 : 00 福　　祉　　課

31 月 書道教室 μ 13 : 30 中 央 公 民 館

児童川柳／行事予定表1

1

テレホンガイド



編
集
後
記

よ
も
ぎ
た
広
報
で
は
、
皆
さ
ん

か
ら
の
投
稿
・
特
ダ
ネ
等
を
大
募

集
し
て
い
ま
す
。

自
慢
話
、
昔
話
、
奇
妙
な
出
来

事
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
ど
し
ど

し
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
内
容
の
充
実
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
付
き

合
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

よもぎ温泉入口で見つけました。

入選すると温泉入浴券がもらえます。

皆さん、これを機会にぜひ川柳にチャレンジ

してみては。

み
～
つ
け
た

11

9

み～つけた／戸籍の窓口 1

2

松本　トシ（長　　科　75歳）

木戸 一義（瀬 辺 地　54歳）

おくやみ申し上げます

（ 山舘　 泰（瀬 辺 地）

小鹿美紀子（青 森 市）

（ 松本　邦宏（長　　 科）

世永真紀子（鰺ヶ沢町）

ご結婚おめでとうございます

こうよう　　　　三・ 水　 康 耀　ﾘｭ
香

丿匸
艮ｸj

お誕生おめでとうございます

６月受付分

人 口 と 世帯 数

（６ 月30 日 現在 ）

総 人 口　3,  730人

男　　1,767 人

女　　1,963 人

世 帯数　1,  0951A.

戸 籍 の

窓　　囗

七
月
五
日

、
玉
松
台
ス
ポ
ー

ツ
ガ
ー
デ
ン
野
球
場
に
お
い
て
、

第
五
十
三
回
青
森
県
民
体
育
大

会

（
村
の
部
）
、
軟
式

野
球

郡

予
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

蓬
田

村
体

育

協
会

野

球
部

（
坂
本
孝
明
監
督
）

は
、
乳
井

厳
公
投
手
を
軸
に
攻
守
に
渡
っ

て
冴
え
、
三
厩
チ
ー
ム
を
五
対

四
で
下
し

、
県
大
会
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

県
大
会
一
回
戦
は
、
八
月
八

日

、
岩
木
山
総
合
公

園
野
球
場

で
佐
井
村
と
行
い
ま
す

。

野
球
部
の
健
闘
を
期
待
し

、

皆
さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

。

県大会出場！祝

広報よもぎた
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